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研究成果の概要（和文）：語彙が表す事物に関する世界知識のうち統語構造の決定や語形成の制

約に関わる意味要素を抽出し、生成語彙論の枠組みで形式化した。また、派生語や複合語の意

味解釈がもとの語彙の意味からどのような合成メカニズムによって導かれるかを明らかにした。

具体的には、英語の名詞からの転換による動詞形成、日本語の「名詞＋形容詞／動詞」「動詞＋

動詞」型の複合を扱い、生成語彙論の特質構造によって表された名詞や動詞の意味がいかに複

合語の統語的・意味的性質を決定するかを示した。 

   

研究成果の概要（英文）：In this project, we’ve extracted grammatically relevant semantic 

features of the lexical meaning which determine the phrasal structure or restrict various 

word formation processes and tried to represent them in terms of Qualia Structure in the 

framework of Generative Lexicon.  We’ve also revealed the conflation mechanism of the 

Qualia Structures in derivatives or compounds.  Specifically, we dealt with denominal 

verbs in English and ‘N+A/V’ and ‘V+V’ compounds in Japanese to show how the Qualia 

Structures of nouns and verbs determine the semantic and syntactic features of the 

compounds. 
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１．研究開始当初の背景 

Pustejovsky (1995)が提唱する生成語彙論
の枠組みを用いて、影山(2005, 2007)や小野
(2007)などが項の具現形式や語形成における 

様々な言語事象を説明する分析を提案して
いるが、文や複雑語の意味解釈に特質構造に
よる分析を適用するにとどまっている。特質

構造が語彙意味論の原点に沿うものなのか、
すなわち grammatically relevant な意味要
素のみを語彙意味として記載するという立
場からして必要な意味記述なのか、また、必
要だとすれば、どの範囲で世界知識を取り込
み、それらをどのように形式化すべきか、と
いった問題は未解決のままなのである。また、
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動詞や形容詞の特質構造にどのような意味
情報がどのような形式化によって記載され
るべきかについては、研究者によって意見が
分かれている。動詞については、たとえば、
項構造を決定する語彙概念構造をそのまま
特質構造に反映させる影山の立場は、
Pustejovsky や小野とは異なっているし、ア
スペクト素性を表す事象構造と特質構造と
の関わりについても明らかにする必要があ
る。また、形容詞の特質構造に関しては、ほ
とんど議論がなされていないのが現状であ
る。本課題は、これらの問題を踏まえ、特質
構造を組み入れたより豊かで体系的な語彙
意味論の構築をめざして発案した。 

 

２．研究の目的 

母語話者の語彙にまつわる世界知識のうち
文法に関係する要素を抽出し、それらを特質
構造において形式化することから始め、次に
その特質構造と語彙概念構造との連携によ
り文や複雑語の意味、また、項の具現形式が
説明できるメカニズムを明らかにする。特に
以下の点に焦点をあてる。 

 

(１) 名詞の特質構造が単に意味解釈に貢献
するだけではなく語形成においては新造語
の 項 構 造 の 決 定 に 関 わ る 、 ま さ に
grammatically relevant な意味情報である
ことを示す。 

 

(２) 動詞の特質構造にはどのような情報を
どのように整理して記載すべきかを明らか
にする。また、項構造を決定すると考えられ
ている語彙概念構造と特質構造との関係づ
けについても考察する。 

 

(３) 形容詞の特質構造にはどのような情報
をどのように整理して記載すべきかについ
て明らかにする。特に、段階性や極限値の有
無について、特質構造でどのように扱うべき
かを考察する。 

 

３．研究の方法 

上記の目的を達成するために、具体的には
以下の２点を中心に英語と日本語のデータ
観察を行い、考察を行った。理論的枠組みは、
生成文法の統語論を前提としながら、レキシ
コンについては生成語彙論の特質構造と共
合成などを用いた意味解釈メカニズム
(Pustejovsky 1995)やスキーマ転換 (小野
2007)などを用いた意味拡張メカニズムを採
用した。 

 

(１) 英語の名詞転換動詞(e.g. bottle, pin, 

nurse, powder, etc.)の意味解釈において名
詞の特質構造のうちどの役割の情報が基盤
となっているのか、また、名詞転換動詞の

項構造がどのように決定されているかを観
察した。 

 

(２) 名詞の特質構造を利用して形成される
と考えられる日本語の「名詞＋動詞の連用
形」（e.g. 鷹狩り、水たまり、レンガ造り、
ペン書き）や「名詞＋形容詞」（e.g. 幅広、
色白、計算高い、奥深い）などの複合語につ
いて、二語の特質構造がどのように合成され
複合語の意味が解釈されるのかを考察した。
また、複合語が述語として用いられる場合、
項構造の決定や項の具現形式に名詞の意味
がどのように影響するのかを明らかにした。 

 

(３) 動詞や形容詞の特質構造としてどのよ
うな情報が必要であるのかを、主に語形成に
関わる制約と複雑語形成における結合価の
変更の有無を観察することにより考察した。 

 
 
４．研究成果 
（１）英語の名詞からの転換については、よ
く知られているように、もとの名詞の意味か
ら多様な意味関係をもつ動詞が形成され、先
行研究では最終的にはコンテクストに依存
する語用論の問題として片付けられていた。
本研究では、名詞の意味を特質構造を用いて
表示することにより、転換動詞の意味はコン
テクスト次第で名詞のどの役割を基盤とし
て導くことも可能であるが、特別なコンテク
ストが与えられない場合には、目的役割を基
盤として決定されている場合が非常に多い
ことを指摘し、その理由として、物体のほと
んどは人工物であり、その性質のうちもっと
も重要視されるのは何のために使用される
かを前提としているからであると主張した。
また、特に目的役割に記述される事象構造が
そのまま転換動詞の項構造に反映されるこ
とから、特質構造が grammatically relevant

な意味要素であることを示した。この研究成
果は図書①等において公表した。 

 

（２）日本語の「名詞＋動詞」型の複合も多
様な意味と範疇の複合語を形成することが
知られている。本研究ではそのうち「する」
と直接結合して動詞として用いられる場合
（e.g. ペン書き、瓶詰め、色づけ）について、
先行研究では顧みられていなかった名詞の
特質構造に注目した分析を提案した。特に、
Sugioka (2001)による、項と結合した場合に
はモノ名詞となり、付加詞と結合した場合に
は複雑述語となる動名詞が形成されるとす
る一般化に反し、内項が結合している場合で
あっても「する」と直接結合できる動名詞が
形成される場合があることを指摘し、その条
件を明らかにした。総括的に言えば、動詞が
表す事象に関わる名詞を語の内部で満たし



 

 

ても、さらに語の外部で満たすべき項がある
場合には、複雑述語として成立するというこ
とである。Sugioka(2001)の一般化では、付
加詞の結合に注目したが、これも前述の条件
によって説明できる。付加詞を語の内部に表
したところで、動詞の結合価は減じられない
からである。動詞の項にあたるものと結合し
ていても複雑述語として成立するものには
大きく分けて 2 タイプがある。ひとつは、動
詞が三項動詞の場合で、結合する名詞の目的
役割によって語彙的に束縛される名詞を項
とする動名詞が形成される場合（瓶詰め、車
庫入れ）である。もうひとつは、構成役割に
おいて物体の特徴づけをする部分として規
定される名詞（e.g. 色、格、値 etc.）と結合
する場合で、その場合には、動詞の結合価が
減じられる場合（「格付け」）と変わらない場
合（「値上げ」）とがある。後者は、結合した
名詞によって新たな項が創出され、そのこと
により複合語が述語としての機能を獲得す
ることから、この分析によっても、特質構造
が grammatically relevant な意味要素であ
ることが証明された。この成果をまとめた論
文は国際的に権威のある学術誌に採用され
掲載された（雑誌論文④）。 

 

（３）日本語の「名詞＋動詞」の複合のうち、
名詞が身体部分を表すものである場合（e.g.

口出し、口どめ、手入れ）について、「する」
と直接結合して動詞となるもの（「仕事の話
に口出しする」）と「を」の介入が必要なも
の（「封筒の口どめをする」）、また、動詞の
結合価が減じられるタイプ（「仕事の話に口
出しする」）と結合価が変わらないタイプ
（「テープを頭出しする」）があることを指摘
し、それらがどのように異なり、なぜそのよ
うな違いを生じるかを生成語彙論の枠組み
によって説明した。この成果は雑誌論文⑤に
よって公表した。 

 

（４）日本語の「動詞＋動詞」型の語彙的複
合について、語彙概念構造だけは明らかにで
きなかった問題点について、特質構造を組み
入れた語彙意味記述によって新たな解決の
糸口を見つけられることを示した。特に、前
項動詞の目的役割と後項動詞の主体役割に
よって動詞の組み合わせの制約が説明され
ることなど、由本(2005)では捉えきれなかっ
た語彙的複合語形成の条件を明らかにした。
また、後項動詞がほとんど原義を失い補助的
動詞と化しているものの共通点を明らかに
した。また、それらが前項動詞との結合にお
いてどのような意味合成によって解釈され
ているかを、生成語彙論の道具立てで説明し、
日本語の語彙的複合動詞の生産性の高さが、
それらの意味合成メカニズムによって支え
られているものであることを主張した。この

成果をまとめた論文の一連の論文は日本言
語学会の口頭発表（学会発表①）など複数の
学会で公表した。 
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